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千
変
万
化
す
る
日
本
語
の
豊
か
さ
と
広
が
り
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
の
胸
中
に
は
、

先
の
貫
之
の
言
葉
が
こ
だ
ま
す
る
の
を
感
じ
ま
す
。

わが国最初の勅撰和歌集『古今集』の

編者である紀貫之は、その「仮名序」

で言っています。「やまと歌は、ひと

の心を種として、よろづの言の葉と

ぞなれりける」。和歌の種子は「人の心」

であり、それは外界の変化に誘われて、

万の「言の葉」すなわち歌となって現

われ出る、というわけです。当時から

千年以上を隔てた現在、文学表現の

中心は「和歌」ではなくなりましたが、

千変万化する日本語の豊かさと広がりを目の

当たりにして、あらためて私たちの胸中には、

先の貫之の言葉がこだまするのを感じます。

こ
こ
ろ
揺
れ
て
、言
の
葉
そ
よ
ぐ
。

わ
が
国
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
集
』
の
編

者
で
あ
る
紀
貫
之
は
、
そ
の
「
仮
名
序
」
で
言

っ
て
い
ま
す
。「
や
ま
と
歌
は
、
ひ
と
の
心
を
種

と
し
て
、
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」。

和
歌
の
種
子
は
「
人
の
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

外
界
の
変
化
に
誘
わ
れ
て
、
万
の
「
言
の
葉
」

す
な
わ
ち
歌
と
な
っ
て
現
わ
れ
出
る
、
と
い
う

わ
け
で
す
。
当
時
か
ら
千
年
以
上
を
隔
て
た
現

在
、
文
学
表
現
の
中
心
は
「
和
歌
」
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
本
質
で
あ
る
「
人
の
心
」

と
「
言
の
葉
」
と
の
関
係
は
少
し
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
今
、
名
作
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
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複雑に組み合わされた「文字」列たちは、どこまでも増殖し

変幻し、まさに無限の様相を呈している。
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